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　 農 業 参 入 の 目 的

　 「 倉 敷 青 果 荷 受 組 合 」 の カ ッ ト 野 菜 事 業 で は 、 県 内 外 の 農 家 と の 契 約 に よ り 原 料 を 調 達 し

て い る 。 当 組 合 で は 、 加 工 ・ 業 務 用 野 菜 の 生 産 を 自 ら 実 践 し 、 儲 か る 経 営 モ デ ル を 示 す こ と

で 、 岡 山 県 内 の 契 約 農 家 の 拡 大 と 加 工 ・ 業 務 用 野 菜 の 生 産 振 興 を 図 る た め 、 「 ク ラ カ ア グ リ

㈱ 」 を 設 立 し 、 農 業 生 産 事 業 へ 参 入 し た 。

　 農 地 の 確 保

　 農 地 確 保 に あ た っ て は 、 岡 山 県 や 岡 山 県 農 地 中 間 管 理 機 構 （ 以 下 、 「 機 構 」 ） の ほ か 、 倉

敷 市 や 総 社 市 、 矢 掛 町 に 相 談 し 、 半 年 か け て 最 初 の 農 地 を 矢 掛 町 内 に 確 保 し た 。 そ れ に 至 る

ま で に は 、 現 地 説 明 会 を 開 催 す る な ど 、 参 入 地 域 の 理 解 獲 得 に 努 め た 経 緯 が あ る 。

　 そ の 後 も 機 構 等 を 通 じ て 総 社 市 （ 清 音 ・ 小 寺 地 区 ） 、 倉 敷 市 （ 真 備 ・ 矢 部 地 区 ） の 農 地 を

借 り 受 け 、 現 在 は ５ 地 区 に わ た る 約 1 6. 5 h a ま で 経 営 規 模 を 拡 大 し て い る 。

　 農 地 所 有 適 格 法 人 で の 参 入 で あ る が 、 確 保 し た 農 地 は 全 て 貸 借 に よ る も の で あ る 。

　 農 業 経 営 の 経 緯 や 現 況

　 農 業 経 営 の 開 始 は 平 成 2 9 年 か ら で 、 同 年 に 経 営 改 善 計 画 の 認 定 を 受 け て 認 定 農 業 者 と な

り 、 農 業 近 代 化 資 金 や 青 年 等 就 農 資 金 の 融 資 に よ り 施 設 ・ 機 械 を 整 備 し た 。 ま た 、 国 や 県 の

補 助 事 業 も 有 効 活 用 し 、 早 期 の 生 産 基 盤 確 立 を 進 め て い る 。

＜ 生 産 部 門 ＞
・ 参 入 時 か ら キ ャ ベ ツ 、 レ タ ス 、 青 ネ ギ の ３ 品

目 を 、 全 て 露 地 栽 培 で 生 産 し て い る 。

・ 機 械 化 に よ っ て 農 作 業 の 省 力 化 と 栽 培 面 積 の

拡 大 を 進 め 、 経 営 の 安 定 化 を 図 っ て い る 。

・ 農 作 業 担 当 に は 、 農 業 経 験 者 、 大 学 農 学 部 や 農

業  大  学  校  の  卒  業  生  を  採  用  し  、 配  置  し  て  い  る  。

・ 有 料 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 「 a g ri - n o t e 」 を 導 入
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所 在 地 ： 岡 山 県 倉 敷 市 西 中 新 田 5 2 5 - 2 1

参 入 形 態 ： 農 地 所 有 適 格 法 人 （ 平 成 2 8 年 設 立 ）

経 営 品 目 ： 野 菜 （ 令 和 ２ 年 度 ： キ ャ ベ ツ 1 0 h a 、 レ タ ス 8 0 a 、 青 ネ ギ ４ h a ）

資 本 金 ：  2 , 1 0  0  万  円

労 働 力 ： 従 業 員 ５ 名 、 パ ー ト １ 名 、 派 遣 社 員 ３ 名 、 外 国 人 実 習 生 ６ 名

関 連 会 社 ： 倉 敷 青 果 荷 受 組 合 （ 事 業 内 容 ： 青 果 物 卸 売 、 カ ッ ト 野 菜 製 造 ・ 販 売 ）

 ～ 加 工 ・ 業 務 用 野 菜 の 生 産 拡 大 に 向 け て ～

キ ャ ベ ツ  栽  培  の  様  子

（  調  査  年  月  日 ： 令  和  ２  年 1 2  月  ）
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し 、 農 地 管 理 の 効 率 化 や 作 業 記 録 の 共 有 化 を 図 っ て い

る 。

＜ 販 売 ＞

・ 生 産 し た ３ 品 目 は 、 全 量 を 「 倉 敷 青 果 荷 受 組 合 」 に 販 売

し て い る 。 同 組 合 が 製 造 す る カ ッ ト 野 菜 の 原 料 に 占 め る

「 ク ラ カ ア グ リ ㈱ 」 供 給 分 の 割 合 は 、 キ ャ ベ ツ の 場 合 で

1 0 ％ で あ る 。

　 農 業 参 入 の 効 果 や 課 題 等

・ 担 い 手 不 在 と な っ た 水 田 の 管 理 を 持 ち か け ら れ る な ど 、 参 入 し た 地 域 か ら の 信 頼 を 獲 得

し 、 地 域 農 業 の 担 い 手 と し て 認 め ら れ る よ う に な っ た 。

・ 経 営 規 模 の 拡 大 に 伴 い 、 ス マ ー ト 農 業 の 導 入 に 向 け て 情 報 を 集 め て い る が 、 農 地 の 多 く が

中 山 間 地 に あ り 面 積 が 小 さ い た め 、 無 人 作 業 機 械 等 の 活 用 は 実 現 が 難 し い 状 況 に あ る 。 ま

た 、 農 地 が 点 在 （ ほ 場 総 数 は 約 1 8 0 筆 ） し て い る た め 、 機 構 に 対 し て 農 地 集 約 へ の 協 力 を

要 請 し て い る と こ ろ で あ る 。

　 今 後 の 展 開

・ カ ッ ト 用 野 菜 の 生 産 と 供 給 を 経 営 の 軸 と し つ つ 、 こ だ わ り 野 菜 の 生 産 や 、 新 た な 事 業 と し

て 計 画 し て い る 乾 燥 ・ 冷 凍 野 菜 へ の 原 料 供 給 に も 取 り 組 み 、 バ ラ ン ス の 取 れ た 経 営 に 努 め

る 。

・ 法 人 が 取 り 組 む 「 中 山 間 地 域 の 農 業 経 営 モ デ ル 」 確 立 を 目 標 に 、 規 模 拡 大 を 進 め な が ら 、

さ ら な る 安 定 生 産 と 品 質 確 保 に 努 め 、 安 定 し た 収 益 の 確 保 を 目 指 し て い く 。 ま た 、 グ ル ー

プ と し て 、 地 域 農 業 を 担 う 人 材 の 育 成 に 努 め る こ と で 地 域 に 貢 献 す る 。 （ 栽 培 契 約 を 結 び

農 業 経 営 を 開 始 し た 生 産 者 の 経 営 安 定 の た め 、 定 植 か ら 出 荷 ま で を サ ポ ー ト す る 取 組 を 大

佐 町 な ど で 進 め て い る 。 ）

　 農 業 参 入 を 目 指 す 企 業 へ

　 農 業 は 、 他 産 業 に 比 べ て 思 い ど お り に 進 ま な い 部 分 が 多 く 、 と て も 難 し く 、 厳 し い 事 業 で

す 。 安 易 な 考 え に よ る 参 入 は 、 大 き な リ ス ク を 負 い か ね ず 、 入 念 な 計 画 に 基 づ い て 参 入 す る

こ と が 大 切 で す 。 経 営 開 始 後 は 、 施 設 ・ 機 械 の 整 備 に 相 当 の 初 期 投 資 が か か り ま す が 、 一 般

的 に 経 営 開 始 か ら 最 低 ３ 年 間 は 赤 字 を 覚 悟 し て お く 必 要 が あ り 、 そ れ を 踏 ま え た 資 金 の 調

達 ・ 返 済 計 画 の 策 定 も 重 要 に な っ て き ま す 。

　 ま た 、 農 産 物 の 販 売 先 は 、 農 業 参 入 後 に 決

め る の で は な く 、 事 前 に 協 議 し て 販 路 を 確 保

し て か ら 経 営 を 始 め る こ と が 肝 要 で す 。

　 な お 、 農 業 経 営 の 初 期 段 階 で は 、 わ か ら な

い こ と も 多 い の で 、 協 力 者 や 同 志 を 見 つ け た

り 、 生 産 者 に よ る 協 議 会 や Ｊ Ａ の 部 会 な ど に

加 入 し て 仲 間 づ く り や 知 識 習 得 を 図 る こ と も

必 要 と な り ま す 。

カ ッ ト 野 菜 の 商 品 一 覧


